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＜報告内容＞

１．プラスチックとは
２．コークス炉化学原料化法の開発経緯と社会背景
３．コークス炉化学原料化法の特徴

1）事前処理工程
2）熱分解処理工程

４．新日鐵の廃プラリサイクル事業
1）実績と今後の事業展開
2）プラスチックリサイクルの効果

５．まとめ

コークス炉化学原料化法コークス炉化学原料化法
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１．プラスチックとは１．プラスチックとは

出展：佐藤功著「図解雑学プラスチック」（ナツメ社)
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• プラスチックは石油原料の化学製品
ナフサ⇒モノマー⇒（重合）⇒高分子（ﾌ ﾗ゚ｽﾁｯｸ）

• プラスチックの熱分解
高分子化合物⇒分解⇒ナフサ原料
⇒プラスチック等の化学製品

ナフサ

プラスチック

プラスチックのナフサ循環
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２．開発の経緯と社会背景２．開発の経緯と社会背景
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廃棄物処理の

行政施策

廃プラスチック

関連法改正

コークス炉法 ☆廃プラコークス炉 ★コークス炉廃プラ
　の開発    利用検討開始 実炉試験 ★廃プラコークス炉

   （プロセス研究開発） ★★実機化プロセス開発完了 多量投入技術の開発
（ラボ試験）　 （実炉試験）

廃プラスチック廃プラスチック油化技術 廃プラスチックコークス炉化学原料化技術
　リサイクルの

　取組み 廃プラスチック油化ラボテスト 廃棄物資源化研究施設建設（北九州市エコタウン実証研究センター内）

油化技術 （中小企業事業団） ●廃プラスチック油化 ●廃プラスチック油化設備
 開発関連 実証設備（桶川市）建設 （立川市）建設

▼火災事故 １号ライン建設 営業運転
●廃プラスチック油化設備 復旧工事 　　6/11竣工式
（クリーンジャパンセンター）建設

実証研究 Ａライン建設 営業運転
Ｂライン建設 営業運転

　11/17竣工式
Ｃライン建設 営業運転

事業化 4/13竣工式

１号ライン建設 営業運転
２号ライン建設 営業運転

10/24竣工式

１号ライン建設 営業運転
　5/13竣工式

２号ライン建設 営業運転
　5/11竣工式

１号ライン建設 営業運転
　 6/13竣工式

２号ライン建設　Ｈ19年度開始予定

●グッドデザイン●全国発明表彰●日本エネルギー
●鉄連自主行動計画 ●ｺｰｸｽ炉化学   金賞受賞 　発明賞受賞   学会賞受賞 ●２００５愛知環境賞

特記事項 　廃ﾌ ﾗ゚100万ｔ 　原料化法⇒認定 ●日経地球環境    金賞受賞
　利用発表   技術省受賞

●ウエステック大賞　
　環境大臣賞受賞

●米国AIMEより受賞
●日経広告賞　優秀賞受賞

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１8年度平成１１年度 平成１３年度 平成１４年度平成２年度 平成３年度 平成４年度 平成５年度 平成６年度

実証研究 実証研究

実証テスト

平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１２年度

一廃・産廃
区分と排出
責任者の明
確化

廃棄物排出量の抑制
分別・資源化を法制化

循環型社会構築／規制緩和（再生利用認定等）や各種リサイクル法による
資源化・減量化の推進　　　　　不法投棄撲滅規制強化

室蘭製鐵所

君津製鐵所

名古屋製鐵
所

八幡製鐵所

大分製鐵所

地球温暖化
防止行動
計画

資源有効
利用促進法 環境基本法

容器包装
リサイクル法
（びん、かん、
ペット先行）

温暖化防止
京都会議 容器包装

リサイクル法完全
施行（プラ　紙）

循環型社会形成
推進基本法 循環型社会

形成推進
基本計画

☆廃プラスチック再資源化プロセスの
基礎研究　（ラボ試験）

事業展開

油化の研究開発をベースに

コークス炉法を開発・事業化
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出展：「プラスチックリサイクルの基礎知識2006」
（プラスチック処理促進協会）

出展：4都市の平均データ
（プラスチック処理促進協会）

樹脂別生産量の割合 廃プラベールの組成

樹脂別生産量とプラスチックベールの組成

雑多なプラスチック種類
⇒適切なリサイクル手法の選択
要素（資源化率、経済性、環境負荷）
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３．コークス炉法の特徴３．コークス炉法の特徴

造粒物自治体から搬送さ
れたプラスチック

二次破砕物

○事前処理工程（再商品化）

○熱分解工程

○ガス精製工程

○コークス炉化学原料化法によるリサイクルの内訳

４０％；油 ４０％；ガス２０％；コークス

軽質油

タール
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3-1） 事前処理工程（再商品化）

重量ﾌ ﾗ゚類除去

重ﾌ ﾗ゚
除去

開梱
破袋

手選別 粗破砕 機械
選別

二次
破砕

減容
成形

粗破砕開梱破袋

プラ受入

供給コンベア

手選別

機械選別

二次破砕

減容成形
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3-2）熱分解処理工程（コークス炉）
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排ガス・・・・・煙突より大気放散

②　発生ガス(未精製COG)
　   ・・・・・ガス精製工程へ
　　   (軽油，ﾀｰﾙ etc回収後、
　　    精製COGはｴﾈﾙ ｷ ﾞー 源)

③　安水（アンモニア水）
　　・・・石炭乾留時に発生
　　（ｶ ｽ゙冷却用に循環利用、
　　 余剰分は生物学的処理
　　 して無害化し、海洋放流）

燃料ガス(Mix Gas)
・・・・・ｶﾛﾘｰｺﾝﾄﾛｰﾙされた
　　ものを各燃焼室へ供給

①②

イ

ロ
排ガス管理項目

調査項目 規制値 結果

硫黄酸化物 1.3～2.8Nm3/ｈ 問題なし

窒素酸化物 11.7～26.1Nm3/ｈ 問題なし

ダイオキシン類 0.1ng-TEQ/Nm3 問題なし

*規制値は千葉県との公害防止協定値
 (大気汚染防止法よりも厳しい)
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石炭の元素比率 (%)

(C; 87／H; 5／O; 6／N: 2)

生成物

固体／気体／液体／ NH3

C (油分、H2O)H2, CH4等

ｺｰｸｽ炉での石炭の熱分解
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ﾎ ﾘ゚ｴﾁﾚﾝ C/H

ﾎ ﾘ゚ｽ ﾁﾚﾝ C/H/O

塩ﾋﾞ C/H/Cｌ

熱分解
生成物

固体／気体／液体／ HＣｌ
C (油分、H2O)H2, CH4等

<各種ﾌﾟﾗの熱分解挙動>
石炭に比べて、低温度
で熱分解を完了する。

プラスチックの熱分解特性
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出典：加藤ら，金属 Vol.71, No.4 (2001), p331-335
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・塩素の無害化 ＊石炭由来のNH3による塩素の無害化

石炭の熱分解 C (ｺｰｸｽ ) 油分ガス(H2/CH4) +NH３

廃プラの熱分解 C (ｺｰｸｽ ) 油分ガス(H2/CH4) +HCl

NH３+ HCl NH４Cl (塩素の固定化／無害化)

石炭由来のNH3> HCl

(mol比で約25倍、1％添加時）
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塩素の無害化


